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◎ 議 事 日 程 

 

令和７年８月５日（火） 午前９時開会、開議 

 

 議事日程第１号 

   日程第１   会議録署名議員の指名 

   日程第２   会期の決定 

   日程第３   諸報告 

          （１）町長報告 

   日程第４   議案の上程 

     議第４０号  河北町総合交流センターサハトべに花冷温水発生機等更新工事請負契約の締 

            結について 

     議第４１号  災害用自動ラップ式トイレの取得について 

     議第４２号  災害備蓄品の取得について 

   日程第５   議案の審議、採決 

     議第４０号  河北町総合交流センターサハトべに花冷温水発生機等更新工事請負契約の締 

            結について 

     議第４１号  災害用自動ラップ式トイレの取得について 

     議第４２号  災害備蓄品の取得について 

閉  会  

 

◎ 本日の会議に付した事件 

       議事日程第１号のとおり 

 

◎ 開   議 

午前９時 

○丹野貞子議長 おはようございます。 

   本日の欠席通告議員はありません。 

   ただいまの出席議員数は14名であります。

定足数に達しておりますので、令和７年８月

河北町議会臨時会を開会します。 

   直ちに本日の会議を開きます。 

   なお、大泉防災危機管理課長が欠席してお

りますので、茂木防災危機管理課防災危機管

理係長の出席を認めております。ご了承願い

ます。 

   本日の議事日程はお手元に配付のとおりで

あります。 

○丹野貞子議長 日程第１、会議録署名議員の指

名を行います。 

   会議録署名議員は、会議規則第123条の規定

により、議長から指名します。 

     ８番 安 達 智 勇 議員 

     ５番 安孫子 真 弥 議員 

  の両名を指名します。 

○丹野貞子議長 日程第２、会期の決定について

を議題とします。 

   お諮りします。本臨時会の会期については、

本日１日限りとしたいと思います。これに異

議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 
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   よって、本臨時会の会期は本日１日限りと

決定しました。 

○丹野貞子議長 日程第３、諸報告を行います。 

   町長報告を行います。町長から、本臨時会

において、報告したい旨の申出がありますの

で、これを許可します。 

   「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 おはようございます。 

   本日、令和７年８月河北町議会臨時会を招

集いたしましたところ、議員の皆様にはご多

忙のところお集まりいただき、厚くお礼申し

上げます。 

   本臨時会において、報告すべき事項がござ

いますので申し上げます。 

   損害賠償に関する専決処分の報告について

申し上げます。 

   去る令和７年３月14日、河北町立河北中学

校敷地において発生した案件の損害賠償につ

いて、地方自治法第180条第１項の規定により、

専決処分をさせていただいたものであります。

専決処分の内容につきましては、お手元に配

付のとおりでございますので、同条第２項の

規定により報告とさせていただきます。 

   以上、ご報告申し上げます。 

○丹野貞子議長 以上で、町長報告を終わります。 

   以上で、諸報告を終わります。 

○丹野貞子議長 日程第４、議案の上程を行いま

す。 

   議第４０号 河北町総合交流センターサハ 

         トべに花冷温水発生機等更新 

         工事請負契約の締結について 

   議第４１号 災害用自動ラップ式トイレの 

         取得について 

   議第４２号 災害備蓄品の取得について 

   以上３議案を一括上程します。 

○丹野貞子議長 日程第５、提案理由の説明を行

います。 

   提案者から提案理由の説明を求めます。 

   「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 本日ご提案申し上げております

議案につきまして、ご説明申し上げます。 

   議案第40号河北町総合交流センターサハト

べに花冷温水発生機等更新工事請負契約の締

結について申し上げます。 

   去る７月25日、３者による条件付一般競争

入札を執行いたしましたところ、山形空調株

式会社代表取締役齋藤吉男が落札し、１億

3,860万円で契約するものであります。工事内

容は、河北町総合交流センターサハトべに花

冷温水発生機等更新工事一式で、工期は令和

８年３月23日までとしております。 

   次に、議第41号災害用自動ラップ式トイレ

の取得について申し上げます。 

   去る７月25日、３者による指名競争入札を

執行いたしましたところ、日本防災工業株式

会社山形営業所所長濱田善弘が落札し、1,173

万1,500円で契約するものであります。購入セ

ット数は30セットで、納入期限は令和８年３

月19日までとしております。 

   次に、議第42号災害備蓄品の取得について

申し上げます。 

   去る７月25日、３者による指名競争入札を

執行しましたところ、日本防災工業株式会社

山形営業所所長濱田善弘が落札し、2,758万

8,000円で契約するものであります。購入台数

は避難用テント900台、避難用ベッド1,500台

で、納入期限は令和８年３月19日までとして

おります。 

   以上、本臨時会に提案いたしました３議案

についてご説明申し上げましたが、ご審議の

上、ご可決賜りますようお願い申し上げます。 

○丹野貞子議長 以上で提案理由の説明を終わり

ます。 

○丹野貞子議長 日程第６、議案の審議、採決を

行います。 

   お諮りします。議案が事前に配付されてお
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りますので、審議の際の議案の朗読は省略し

たいと思います。これに異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 

   よって、議案の朗読は省略することにします。 

   最初に、議第40号河北町総合交流センター

サハトべに花冷温水発生機等更新工事請負契

約の締結についてを議題とします。 

   担当課長の説明を求めます。 

   「秋場生涯学習課長」 

○秋場弘昭生涯学習課長 議第40号河北町総合交

流センターサハトべに花冷温水発生機等更新

工事請負契約の締結について申し上げます。 

   去る７月25日、条件付一般競争入札を執行

しましたところ、鶴岡市大字大淀川字洞合22

番地、山形空調株式会社代表取締役齋藤吉男

が落札し、１億3,860万円で契約するものであ

ります。 

   本工事は、冷温水発生機等更新に係る管工

事一式であり、工期は令和８年３月23日まで

としております。 

   以上よろしくお願いいたします。 

○丹野貞子議長 担当課長の説明が終わりました。 

   質疑に入ります。 

   質疑の通告を求めます。 

   （６番、10番、12番通告あり） 

   ６番と10番と12番ですね。 

   確認します。６番木村章一議員、10番鈴木

英友議員、12番細矢誓子議員、落ちありませ

んか。 

   それでは、「６番木村章一議員」 

○６番（木村章一議員） サハトべに花の冷温水

発生装置の更新でありますけれども、昨今、

特に、環境といいますかＣＯ２の発生によっ

て気候危機が起こっておりますが、これに対

応するように、この熱交換器の更新でＣＯ２

の発生がどれだけ削減できるか。これまでど

のぐらいあって、今度このぐらいになるだろ

うという見込みについて説明を求めます。 

○丹野貞子議長 「秋場生涯学習課長」 

○秋場弘昭生涯学習課長 ＣＯ２の発生というこ

とで、お問合せでありますが、これまでも重

油、Ａ重油を使って対応しております。この

たびの更新につきましても、施設の面積、容

量からいきまして、やはり重油を使わざるを

得ない状況にもありますので、ＣＯ２の発生

等につきましてはこれまでどおりということ

になろうかと思います。 

   今の数値的なところは持ち合わせてござい

ませんので、はっきりとした、削減というよ

りも、これまでどおり、従来どおりというよ

うな対応になります。 

○丹野貞子議長 「６番木村章一議員」 

○６番（木村章一議員） 温水の場合はその重油

で温めるというだけでありましょうが、冷水

も、冷温水の発生装置ですからね、冷水の場

合はその熱源を使って熱交換器を動かして、

そこで冷水が発生するというようになると思

いますので、その場合にはその装置、サーモ

ポンプがですね、10年ぐらい前から著しく性

能が上がっていますので、そこを交換すれば

かなりＣＯ２は削減できるのではないかと思

うのですが、そういうことではないんでしょ

うか。 

○丹野貞子議長 「秋場生涯学習課長」 

○秋場弘昭生涯学習課長 できるだけ、ＣＯ２発

生を抑制するようなことで、業者と、あるい

は設計業者とも協議、相談をしながら進めて

まいりたいと思います。 

○丹野貞子議長 「６番木村章一議員」 

○６番（木村章一議員） 詳しく調べて報告いた

だければと思います。いかがですか。 

○丹野貞子議長 「秋場生涯学習課長」 

○秋場弘昭生涯学習課長 改めて、その状況等に

ついて確認をしながら報告はさせていただき

たいと思います。 
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○丹野貞子議長 以上で、６番木村章一議員の質

疑を終わります。 

   次に、「10番鈴木英友議員」 

○10番（鈴木英友議員） 冷温水発生機の更新工

事についてお伺いします。 

   まず１つは、工事期間は来年の３月23日ま

でとありますけれども、いつからなんでしょ

うか。期間はいつから３月23日までなのか、

まず、そこを１つお聞きしたいと思います。 

   あと、その工事期間中に、温水器が使えな

い期間、時期というのはあるんでしょうか。

それが２つ目。 

   あともう１つが、もし温水器が使えない期

間、時期があるのであれば、それの対応はど

うするのでしょうか。 

   以上、３点について教えてください。 

○丹野貞子議長 「秋場生涯学習課長」 

○秋場弘昭生涯学習課長 工期につきましては、

３月23日までとしております。契約締結の日

からということで、契約締結が昨日ですので、

そこからの……、議決、本日の議決をもって

契約ということになりますので、本日から３

月23日までとなります。 

   使えない時期、いわゆるその対応というこ

とでありますが、これから冷温水発生機等の

機器等を発注しまして、実際の工事、いわゆ

る現在の冷温水発生機の機器の撤去作業、そ

して新しい機器を取り付けるというふうにな

りますが、１か月以上２か月ぐらいの工期は

かかるであろうと聞いているところでござい

ます。ですから、工期の３月23日以前、いわ

ゆる１月から３月の間の中で、２か月程度の

中での工期になるであろうということでお聞

きしているところであります。 

   その間につきましては、全館暖房が必要に

なりますので、寒い中での貸館ができなくな

りますので、事前に周知を図りながら使えな

くなる期間をお知らせしながら、対応してい

きたいと思います。寒い中でも会議等をやり

たいということであれば、そこは可能なんで

すが、暖房が効かない状況になりますので、

その数か月間、実際の工事を行う期間につい

ては館内の使用はできなくなるということに

なりますので、そこを周知を図っていきたい

と思います。 

○丹野貞子議長 「10番鈴木英友議員」 

○10番（鈴木英友議員） ただいま説明を受けた

ところなんですけれども、契約期間ではなく

て実際に工事を始めるのはいつからかと聞い

ています。そして、その工事期間中に、使え

なくなる期間が２か月間であるという話なん

ですけれども、その間はそういう装置が使え

ませんよということを周知徹底して、なおか

つ利用者の方には周知を徹底して使ってもら

うということですけれども、果たして、行政、

町として対応はそれでいいのでしょうか。何

か、やはり工事期間中、そういう期間がある

のであれば、何かしらの対策は取るべきなの

ではないかと私は思いますけれども、その点

についてはどうなんでしょうか。 

○丹野貞子議長 「秋場生涯学習課長」 

○秋場弘昭生涯学習課長 実際の工期ということ

で、業者からは11月頃からはというような、

11月から３月までの期間の中で工事を行いた

いということでありますが、私どもとしては

工事期間、実際の撤去作業に入って設置をす

る期間をできるだけ短い中で、館内、施設を

できるだけ使えるような状況をつくりたいと

いうことで、今後協議をしていきたいと思い

ます。 

   なお、どうしてもホールに代わるものとい

うことでは河北町内ではありませんので、会

議等、あるいは施設の中で利用したいところ

があれば、団体についてはほかの町内の施設

を紹介するなどして対応してまいりたいと思

います。 
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   なお、できるだけ、工事の期間、短い中で

利用者に負担にならないように心がけていき

たいと思います。 

○丹野貞子議長 「10番鈴木英友議員」 

○10番（鈴木英友議員） ただ、例えば１月はま

さに期間期に入るわけですけれども、当町で

は１月に成人式を行っているわけですよね。

サハトべに花で当然行うわけです。そういう

大きなイベントもあるわけなんですけれども、

その期間中もやはり冷温水機の湯は使えませ

んと、そういうことで対応するということな

んでしょうか。いろんなイベントがあると思

うんですけれども、ほかにもっと対応する方

法というか、そういうのはやはり検討してい

くべきだと思うんですけれども。そのときそ

のとき。どうでしょうか。 

○丹野貞子議長 「秋場生涯学習課長」 

○秋場弘昭生涯学習課長 年が明けてですが、令

和８年１月11日、今成人式といいますか、は

たちのつどいの開催を予定しているところで

ございます。工事期間内には入るのですが、

業者との打合せの中で、町の事業として１月

11日にはたちのつどいを開催するということ

で、その期間はできるだけサハトべに花を使

用したい旨を伝えております。ですから、１

月11日以降で工事をできるようなことを、今

想定というか、お願いをしながら進めていき

たいと思っております。１月下旬、あるいは

２月上旬等に常時サハトべに花のホール使用

などを行っている団体等につきましては、こ

れから周知を行い、使えない状況などを説明

しながら対応していきたいと思っています。 

○丹野貞子議長 以上で、10番鈴木英友議員の質

疑を終わります。 

   次に、「12番細矢誓子議員」 

○12番（細矢誓子議員） 私は、41号、42号の避

難用ベッドと…。 

○丹野貞子議長 すみません、今、議案第40号を

議論しております。 

○12番（細矢誓子議員） すみません、大変失礼

しました。 

   今の質問の提案の理由の中で疑問に思った

点を質問します。避難用テント900台……。 

○丹野貞子議長 すみません、細矢議員。 

○12番（細矢誓子議員） ごめんごめん、すみま

せん。間違えた、ごめんなさい。失礼しまし

た。 

○丹野貞子議長 冷温水発生機について。 

○12番（細矢誓子議員） そうですよね、失礼し

ました。次の……。 

○丹野貞子議長 なしですか。 

○12番（細矢誓子議員） なしです、ごめんなさ

い。 

○丹野貞子議長 はい。では、以上で質疑を終結

します。 

   討論に入ります。討論ありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

   討論なしと認めます。 

   採決します。 

   採決は、電子システムによる投票により行

います。 

   本案を原案のとおり決するに賛成の方は賛

成のボタンを、反対の方は反対のボタンをそ

れぞれ押してください。 

   （電子採決） 

   押し忘れなどありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

   押し忘れなしと認め、確定いたします。 

   賛成全員であります。 

   よって、議第40号河北町総合交流センター

サハトべに花冷温水発生機等更新工事請負契

約の締結については原案のとおり可決しまし

た。 

○丹野貞子議長 次に、議第41号災害用自動ラッ

プ式トイレの取得についてを議題とします。 

   担当課の説明を求めます。 
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   「茂木防災危機管理課防災危機管理係長」 

○茂木毅史防災危機管理課防災危機管理係長 議

第41号災害用自動ラップ式トイレの取得につ

いてご説明申し上げます。 

   去る７月25日、３者による指名競争入札を

執行しましたところ、山形市印役町五丁目７

番４号日本防災工業株式会社山形営業所所長

濱田善弘が落札し、1,173万1,500円で契約す

るものであります。納入期限は令和８年３月

19日としております。災害時の避難所におけ

る衛生的な生活環境の確保のため、取得する

災害用自動ラップ式トイレは30セットで、本

体のほか消耗品セット、ハンディーバッテリ

ー、手すり、簡易組立て式個室など附属品を

含め整備するものであります。 

   以上、よろしくお願いいたします。 

○丹野貞子議長 担当課の説明が終わりました。 

   質疑に入ります。 

   質疑の通告を求めます。 

   （３番、６番、７番、10番、12番通告あり） 

   ３番、６番、７番、10番、12番。 

   確認します。３番林智議員、６番木村章一

議員、７番奥山英幸議員、10番鈴木英友議員、

12番細矢誓子議員、落ちありませんか。 

   それでは、「12番細矢誓子議員」 

○12番（細矢誓子議員） ……。 

○丹野貞子議長 細矢議員、マイクを入れて最初

からお願いします。 

○12番（細矢誓子議員） ……。 

○丹野貞子議長 暫時休憩します。 

     休 憩  午前９時１９分 

     再 開  午前９時１９分 

○丹野貞子議長 休憩を解いて再開します。 

○12番（細矢誓子議員） ごめんなさい、すみま

せん。 

○丹野貞子議長 いいですか。では、ゆっくりお

願いします。 

○12番（細矢誓子議員） はい。ラップ式トイレ

30セット、そのほか附属品と合わせての購入

という説明をいただきました。 

   先日も、カムチャツカ半島等の地震で津波

の被害とかいろんな情報が流れたときに、避

難所のいろんな様子を見たときに、やはり、

このトイレが一番快適な避難所になるために

は必要な道具だということの説明を私も聞き

まして、やはり、しっかりした、災害避難時

に亡くなるよりは、そのほかの避難所での待

遇が悪くて、そのほかに病気になられて亡く

なられたという方が多いという話も聞きまし

たので、そういうトイレの設備、これはとて

も重要なことだなと思っておりますけれども、

この使用方法等の周知などはどのように考え

ていらっしゃるのか、まずその点をお聞きい

たします。 

○丹野貞子議長 「茂木防災危機管理課防災危機

管理係長」 

○茂木毅史防災危機管理課防災危機管理係長 使

用方法についてのお尋ねでございますけれど

も、ラップ式トイレが納品になりましたら、

スムーズな避難所運営のために自主防災組織

であったり、防災士の方、あとは施設管理の

方にお集まりいただきまして、使い方につい

て、また配置場所等について訓練等を行いた

いと考えております。 

○丹野貞子議長 「12番細矢誓子議員」 

○12番（細矢誓子議員） やはり、避難所が開設

になった、避難してくださいという報道があ

ったときに、いち早く皆様が避難なさったと

きに、トイレがね、使い方というのが、やは

り、そこで教えるのではなく、既にそこの場

所に設置されていたら使えるという、そうい

うふうな周知がとても大事なことだと思いま

すので、その点についてしっかり、教えるた

めの機会を設けてくださるといいなと思って

おります。 

   これは、各避難所に設置されるんでしょう
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けれども、設置される場所に何セットという

のはもう既に計画はされているのでしょうか。 

○丹野貞子議長 「茂木防災危機管理課防災危機

管理係長」 

○茂木毅史防災危機管理課防災危機管理係長 今

回、購入いたします自動ラップ式トイレ30台

でございますけれども、災害発生時の目安で

あります50人に１個という目安をまず確保し

ようということで考えているものでございま

す。 

   現在、既存の簡易トイレが54台ございます

ので、それと合わせまして84台になります。

そちらのほうでその基準をまずは達成したい

と考えているところでございます。 

○丹野貞子議長 「12番細矢誓子議員」 

○12番（細矢誓子議員） 今後30セット入れるの

で、54台と合わせて84台。各避難所が、例え

ば、小学校とか何かに設置されるんでしょう

けれども、そのときに運んでくるんですか。

既にそこに置いておくわけではなくて、避難

所が設置されたときに搬送するという形を取

られるわけですか。 

○丹野貞子議長 「茂木防災危機管理課防災危機

管理係長」 

○茂木毅史防災危機管理課防災危機管理係長 備

蓄の場所でございますけれども、現在町民体

育館東側に新たな備蓄倉庫を建設することを

進めております。そちらのほうにまずは配置

をしたいと思っております。今後、分散備蓄

といいますか、それぞれの場所、センターで

あったり小学校であったりというのは今後の

状況を見つつ検討していきたいと考えており

ます。 

○丹野貞子議長 以上で、12番細矢誓子議員の質

疑を終わります。 

   次に、「10番鈴木英友議員」 

○10番（鈴木英友議員） 私のほうからも、もう

１つ、12番議員と重複するところがあります

けれども、一度確認のために質問させていた

だきます。 

   こちらのほうで、30セット購入予定とした

ということですけれども、30セットとした根

拠をもう一度お聞かせください。 

   あと、２つ目としまして、当初は備蓄倉庫

に全部置いておくという話なんですけれども、

ということは、個々の避難所に行くというの

は今の段階では決めていないというふうに解

釈してよろしいのでしょうか。 

○丹野貞子議長 「茂木防災危機管理課防災危機

管理係長」 

○茂木毅史防災危機管理課防災危機管理係長 現

在、町内の指定避難所でございますけれども、

17か所になっております。収容可能人数、１

人当たり２平米ということで積算しておりま

して、全体で6,090人ということで試算をして

ございます。でありますけれども、プライバ

シーであったり、今回購入しますテントとか

のスペースを考えますと、大体4,150ぐらいに

なるのではないかと今のところは想定してい

るところでございます。 

   そちらの人数から50人に１個ということに

なりますので、4,150人割る50人ということで

83個、今54個ございますので差引き29でござ

いますけれども30個購入するというところで

根拠としたところでございます。 

   あと、今回購入するものの配備ということ

でのお尋ねでございますが、今のところ長期

的な避難所となります各センターであったり

小中学校のほうに配備したいとは考えており

ます。しかしながら、浸水想定域に含まれて

いる箇所とかもございますので、まずは不安

のない町民体育館のほうに備蓄をしたいとい

うふうに考えておりまして、開設する際にそ

こから移動させるというような方向で、今考

えております。 

○丹野貞子議長 「10番鈴木英友議員」 
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○10番（鈴木英友議員） ありがとうございまし

た。基準がこうだからこれで30セットで大体

基準どおりになるというような形だと思うん

ですけれども、災害時に備えての話ですので、

これでよしとはせずに、今後もさらに必要な

場合とかもやってくると思いますので、その

辺は柔軟に対応していただきたいと思います。 

   これで、質問を終わります。 

○丹野貞子議長 以上で、10番鈴木英友議員の質

疑を終わります。 

   次に、「７番奥山英幸議員」 

○７番（奥山英幸議員） 私のほうは、12番議員、

10番議員とほぼ同じ内容でしたので、以上で

終わります。 

○丹野貞子議長 以上で、７番奥山英幸議員の質

疑を終わります。 

   次に、「６番木村章一議員」 

○６番（木村章一議員） これは、今回の議第41

号、さらに42号にも関わる質疑でありますけ

れども、この備品が、大体河北町で装備すべ

きトイレとかテントといいますか隔離室とい

いますか、あとはベッドなどは、大体必要な

ぐらいそろうのかなというふうに思いますけ

れども、これを発注するに当たって、例えば、

藍住町などが大きな災害を受けたとかそうい

うときに貸出しをする、そういったこともあ

り得るということを想定してのものなのか、

それともそういったことは一切考えないとい

うふうな備品なのか、どんなスタンスなのか

お聞きしておきたいと思います。 

○丹野貞子議長 「防災危機管理課防災危機管理

係長」 

○茂木毅史防災危機管理課防災危機管理係長 今

回、国の交付金事業を活用して整備するもの

でございますけれども、その交付申請の中で、

今回購入する資材を提供できるかというふう

な調査項目がございまして、そちらのほうで

は提供できるとお答えをしているところでご

ざいます。 

○丹野貞子議長 ただいま答弁したのは「茂木防

災危機管理係長」でした。失礼しました。 

   「６番木村章一議員」 

○６番（木村章一議員） 分かりました。いざと

いうときには貸出しもあり得るというような

備品だという答弁と受け止めました。 

   以上、質疑を終わります。 

○丹野貞子議長 以上で、６番木村章一議員の質

疑を終わります。 

   次に、「３番林智議員」 

○３番（林智議員） それでは、私のほうからも

災害用自動ラップ式トイレの件についてお聞

きします。 

   今回、30セットの購入の締結ということで

ありますが、この内容、先ほど30セットプラ

ス消耗品や附属品という話がありましたが、

このトイレ１セット当たり、ラップひと巻き

で何人程度、何回程度利用可能なのか、また、

この消耗品の中に交換用のラップが入ってい

るのか、入っているのであれば１セット当た

り何巻き程度ということになっているのか、

中身のほうをお聞きしたいと思います。 

○丹野貞子議長 「茂木防災危機管理課防災危機

管理係長」 

○茂木毅史防災危機管理課防災危機管理係長 消

耗品としまして、密閉フィルムロール１本が

セットとなってございまして、約50回使用で

きることとなっております。今回消耗品セッ

トということで300セットを購入することと

してございますので、１万5,000回使用できる

ということになってございます。 

○丹野貞子議長 「３番林智議員」 

○３番（林智議員） ありがとうございます。や

はり、台数だけではなく、そういった回数と

いう部分で、避難される人数掛ける回数とい

うことをしっかり検討しながらの備蓄という

のが一番大事なことになってくると思います
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ので、その辺の検討のほうを、今後ともぜひ

検討を重ねながら必要な部分の増蓄というか、

増やすことをしっかり検討していただければ

と思います。 

   以上で質疑のほうを終わります。 

○丹野貞子議長 以上で、３番林智議員の質疑を

終わります。 

   以上で質疑を終結します。 

   討論に入ります。討論ありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

   討論なしと認めます。 

   採決します。 

   採決は、電子システムによる投票により行

います。 

   本案を原案のとおり決するに賛成の方は賛

成のボタンを、反対の方は反対のボタンをそ

れぞれ押してください。 

   （電子採決） 

   押し忘れなどありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

   押し忘れなしと認め、確定いたします。 

   賛成全員であります。 

   よって、議第41号災害用自動ラップ式トイ

レの取得については原案のとおり可決しまし

た。 

○丹野貞子議長 次に、議第42号災害備蓄品の取

得についてを議題とします。 

   担当課の説明を求めます。 

   「茂木防災危機管理課防災危機管理係長」 

○茂木毅史防災危機管理課防災危機管理係長 議

第42号災害備蓄品の取得についてご説明を申

し上げます。 

   去る７月25日、３者により指名競争入札を

執行しましたところ、山形市印役町五丁目７

番４号日本防災工業株式会社山形営業所所長

濱田善弘が落札し、2,758万8,000円で契約す

るものであります。納入期限は令和８年３月

19日としております。取得する災害備蓄品は、

災害時の避難所における生活環境を改善する

ため及びプライバシーを確保するための避難

用テント片間仕切り２人用600台、１人用300

台と、避難ベッド1,500台を整備するものあり

ます。 

   以上、よろしくお願いいたします。  

○丹野貞子議長 担当課の説明が終わりました。 

   質疑に入ります。 

   質疑の通告を求めます。 

   （７番通告あり） 

   ７番。 

   確認します。７番奥山英幸議員、落ちあり

ませんか。 

   それでは、「７番奥山英幸議員」 

○７番（奥山英幸議員） 私のほうからは、災害

用のテント、ベッドの納入数についてお伺い

します。避難用テントは900台、避難用ベッド

は1,500台ということで、これの納入数の根拠、

あとは納入方法、要は一括での納入なのかそ

れとも分散しての納入なのか。また、保管場

所、先ほどから新しく保管場所を建設すると

いう話があったんですけれども、結構な数な

のでそこに一括で保管するのか、やはり、分

散して保管したほうがいいのではないかと思

うのですがいかがでしょうか。 

○丹野貞子議長 「茂木防災危機管理課防災危機

管理係長」 

○茂木毅史防災危機管理課防災危機管理係長 今

回購入しますテント等につきましては、西里

小学校、西里農村環境改善センター、溝延小

学校、溝延研修センター、町民体育館、河北

中学校、北谷地小学校、北谷地構造改善セン

ターの８か所で使用することを想定してござ

います。 

   先ほども、トイレの中でもご説明させてい

ただきましたけれども、テントの大きさ等を

考えますと、テントの大きさであったり通路

等の確保ということを考えますと、この８か
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所で恐らく1,700人分ぐらいの収容となると

想定してございます。現在、既に段ボールベ

ッドであったり、パーテーション類が200セッ

トございますので、残りの1,500台を今回購入

するということで考えたところでございます。 

   納入方法でございますけれども、現在のと

ころ一括で納入していただくことを想定して

ございます。 

   備蓄の方法でございますけれども、今建設

しております備蓄倉庫につきましては、今回

購入するもの全て納入できる大きさを確保し

てございます。そちらのほうに入れることで、

今のところは考えているところでございます。 

   今後、場所場所の分散備蓄についても引き

続き検討はしていきたいと考えております。 

○丹野貞子議長 「７番奥山英幸議員」 

○７番（奥山英幸議員） 再度質疑いたします。 

   この分散の保管については、災害が起きて

から運ぶというよりも、やはり最初から想定

して保管をしたほうが万が一の災害のときに

は迅速に対応できると思うのですが。再度お

伺いします。分散の保管をするべきだと思い

ますが、最初からですね。いかがでしょうか。 

○丹野貞子議長 「茂木防災危機管理課防災危機

管理係長」 

○茂木毅史防災危機管理課防災危機管理係長 町

内の浸水想定域、それぞれ地区ごとに出てい

るわけでございますけれども、浸水すると想

定されている避難所であったり備蓄倉庫がご

ざいます。そちらのほうに仮に入れた場合、

搬出するのがなかなか難しい状況になること

も想定はされますので、まずは被害が想定さ

れていない、浸水が想定されていない家屋、

町民体育館のところの備蓄倉庫に入れたいと

いうふうにまずは考えているところでござい

ます。 

○丹野貞子議長 「７番奥山英幸議員」 

○７番（奥山英幸議員） 議長、終わります。 

○丹野貞子議長 以上で、７番奥山英幸議員の質

疑を終わります。 

   以上で質疑を終結します。 

   討論に入ります。討論ありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

   討論なしと認めます。 

   採決します。 

   採決は、電子システムによる投票により行

います。 

   本案を原案のとおり決するに賛成の方は賛

成のボタンを、反対の方は反対のボタンをそ

れぞれ押してください。 

   （電子採決） 

   押し忘れなどありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

   押し忘れなしと認め、確定いたします。 

   賛成全員であります。 

   よって、議第42号災害備蓄品の取得につい

ては原案のとおり可決しました。 

○丹野貞子議長 以上で本臨時会に付議されまし

た事件は全て議了しました。 

   これをもって、令和７年８月河北町議会臨

時会を閉会します。 

   お疲れさまでした。 

午前９時４２分  閉 会  

 

 
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  河 北 町 議 会 議 長  丹 野 貞 子 
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